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思いやりの心の大切さ
千葉・松本　萌里
　「座っていいよ。」
修学旅行で電車移動をしている時に，友達が私にかけてくれた一言。私は中学一年の時に手術を受け，それ以来，長時間立っているのが辛くなっていた。この時もそうだった。そんな時に私の様子に気付いた友達が，この言葉をかけてくれた。多分，友達も座っていたかったはずだ。それでも私に声をかけてくれた，友達のさりげない一言がとても嬉しかった。そしてその思いやりの心に感動した。私も周りの人に思いやりの心を持って接していきたいと思った。
　しかし，残念なことに，全ての人が思いやりの心を持っているとは限らない。テレビのニュースで毎日のように流される犯罪を見る度に，その思いを強くする。今夏，障がい者施設で起きた，戦後最悪と言われる殺人事件には目を疑った。心身に障がいを持ちながらも，懸命に生きている人達の命を，次々と奪える人がいるなど，とても信じられなかった。彼は「障がい者に生きている価値はない。」と言っていたが，人として優しさのかけらもない彼のほうが，生きている価値がないのではないかと思った。
　だが，罪を犯してしまった人も，人としての優しさや，思いやりの心を取り戻そうと懸命に努力している。私は祖母にそのことを教えられた。

　私の祖母は，更生保護女性会に入っている。その会では，刑務所や少年院，児童相談所などを訪問し，更生の道を歩けるように，できることに協力したり，励ましたりしているという。私は刑務所や少年院は罪を犯した人達がいる場所なので，怖い所だと思っていた。そこで祖母に，
「刑務所って怖くないの？」

と聞いたことがある。すると祖母は，
「怖くないよ。皆，更生しようと頑張っているからね。それに，一人一人が与えられた作業を真剣にやっているよ。」

と教えてくれた。祖母の話を聞いているうちに，私の中にあった刑務所や少年院のイメージが変わってきた。きっと私の中に，「犯罪者は怖い人・悪い人」という決めつけがあり，その犯罪者が集まっている所は恐ろしい場所に違いないと，偏見を持ってとらえてしまっていたのだ。

　罪を犯してしまった人達も，自分が犯した罪を悔い改め，償いをしようと一生懸命，努力している。そして，刑期を終えて社会復帰したら，真面目に生きようとしている。しかし，いざ刑を終えて出所すると，「犯罪者」「前科者」というレッテルを貼られてしまい，仕事は勿論，家族や友人との関係でも大きな問題が起きてしまう。すると，せっかく出所し，頑張って生きようとしている人達も，心が折れてしまい，再び犯罪に手を出してしまうことが増えてしまうそうだ。

　この問題を解決するには，ほんの少しの勇気と，思いやりの心を持って接することが大事だと思う。では具体的にはどうすればいいのだろうか。私は「あいさつ」から始めるのがいいと思う。あいさつは知らない人でもされたら嬉しいし，した方も良い気持ちになれる。私が通う中学校では，毎週月曜日に「あいさつ運動」を行っている。そのうち月一回は久留里駅前で行っている。そのため，駅を利用する多くの人達とあいさつをすることができる。見ず知らずの人が多いが，あいさつをすると，時々あいさつ以外の言葉が返ってくることもある。それは，
「ご苦労様。」

「朝早くから偉いね。」

など，思いもよらない言葉だ。こうした言葉をかけてもらうと，心が温かくなり，思わず笑顔で，
「ありがとうございます。」

と返してしまう。私は，この活動を通して，改めてあいさつの大切さを実感している。

　このように一人一人が思いやりの心を持って，あいさつをしたり，ほんの一言でいいから温かい言葉を添えるだけで，人と人の心がつながり，優しい社会が築けると思う。犯罪を犯した人が罪を償って社会復帰した時に，地域社会が優しい気持ちを持って迎えることができれば，再犯を防ぐことができるはずだ。また，その家族も周りの目を気にすることなく，安心して生活できるようになるに違いない。
　再犯を防止できる地域社会のつながりは，犯罪そのものの防止にもつながると思う。私は誰に対しても思いやりの心をもって接することで，そうした社会を築く一員になりたいと思っている。
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